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ガイドラインの趣旨 

  

京都府は、大学生数が１４万人を超え、都道府県別の人口当たりの学生数は、東京を上

回って日本一となる大学の街であり、また、その７割以上が府外からの入学生であること

から、京都府における大学及び大学生の存在は、平時はもとより、感染症対策においても

非常に重要な位置を占めています。 

本学においては、在学生の約 16％が京都府内、約 40%が隣接 4府県(滋賀県、大阪府、

奈良県、兵庫県)から通学し、在学生全体の約 36%が下宿生となっています。これを踏ま

え、対面授業の再開に向けてのガイドラインを制定しました。また、ガイドラインを基に

感染拡大予防マニュアルを作成し、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を行ったうえ

で、一部の実習・演習科目についての対面授業を実施します。 

学生・教職員の皆さまには、本ガイドライン及び感染拡大予防マニュアルを熟読の上、

健康・安全を守り、感染拡大を防ぐために京都美術工芸大学の一員としての自覚をもっ

て、慎重に行動するよう求めます。 

 

2020.8.31 

京都美術工芸大学長 

新型コロナウイルス対策本部長 

新谷 裕久 
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１． 対面授業の実施・受講について 

 

対面授業を実施・受講する際は、本ガイドライン及び感染拡大防止マニュアルを遵守

し、教室等の消毒の徹底、会話時等のマスク着用、３密の回避、ソーシャルディスタンス

の確保など、感染拡大予防の対策を行う。 

 

① 対面授業とオンライン授業について 

学内に滞在する学生数を 50％以下となるよう、学年・曜日ごとに対面授業とオンラ

イン授業の時間割を調整する。また、3限目を空けるなどして、通学時間を分散でき

るよう配慮する（時間割を参照）。 

 

例. 2020年度後期               ※オ：オンライン授業 対：対面授業 

2020 年度 

後期 

月 火 水 木 金 

AM PM AM PM AM PM AM PM AM PM 

1 年 
美工 オ 対 オ オ 対 オ 対 オ 

建築 オ 対 オ オ 対 オ オ 

2 年 
美工 オ 対 オ 対 オ オ 

建築 オ 対 オ 対 オ オ 

3 年 
美工 オ オ 対 オ オ 対 オ 対 

建築 オ オ 対 オ オ 対 オ 対 

4 年 
美工 

コース、ゼミごとで対面・オンラインを併用する 
建築 

 

② 対面授業実施科目について 

学生用 web掲示板にて対面で実施する科目とオンラインで実施する科目の一覧を掲

載する。 

 

③ 学生の通学について 

終日オンライン授業となる曜日 自宅で受講 

午前が対面授業となる曜日 対面授業終了後は帰宅できる学生は帰宅し、 

午後のオンライン授業を自宅で受講 

午後が対面授業となる曜日 午前のオンライン授業を自宅で受講後、 

午後の対面授業にあわせて通学 

※通学時間等により午前・午後の移動が難しい場合は、学内指定教室でオンライン

授業を受講可能とする。 

※通信環境のトラブル等により一時的に自宅でオンライン授業の受講が困難になっ

た場合も、学内の指定教室で受講可能とする。 
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④ 感染拡大予防マニュアルの取り扱いについて 

教職員及び学生は、感染拡大予防マニュアルを熟読し、登校する際に持参もしくは

電子データでいつでも閲覧できるよう周知する。また、各教室や共用エリア等に設

置する。 

 

 

⑤ 科目ごとの Classroom のクラスページについて 

・対面科目・オンライン科目共に全開講科目のクラスページを作成する。 

・クラスコードについては別途 web掲示板にて告知する。 

※科目内グループワークごとに新たにクラスが作成されることがある。 

 

 

 

２． 学生に対する要請 

 

 

① 生活様式について 

・「３つの密」となる場所を避ける。 

・大人数での会食や飲み会を避ける。また、飲食店等の利用時には、自己適合宣言マ

ークの表示に留意する。 

・不要不急の帰省や旅行などを避ける。 

・接触確認アプリや自治体独自の通知システム等を利用する。 

・専門家会議で示された「１０のポイント」「新しい生活様式の実践例」により、感

染拡大を予防する新しい生活様式を取り入れる（ 資料１ 参照）。 

・アルバイトについては勤務先の感染拡大予防ガイドラインに従って行動する。 

 

 

 

② 帰省している学生の移動について 

帰省している学生が京都府内やその周辺の下宿等に移動する場合、また下宿等から

実家等へ移動する場合は、適切な感染拡大予防の取り組みを行う。 
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③ 新型コロナウイルス接触確認アプリ等の利用 

 ・新型コロナウイルス接触確認アプリ「COCOA」／厚生労働省 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html 

https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000647648.pdf 

 

 ・京都府新型コロナウイルス緊急連絡サービス「こことろ」／京都府 

https://www.kocotoro.jp/ 

https://www.pref.kyoto.jp/kikikanri/documents/20200707kocotorochirashi_k

eiryouban.pdf 

 

・大阪コロナ追跡システム／大阪府 

http://www.pref.osaka.lg.jp/smart_somu/osaka_covid19/index.html 

 

 

 

 

３．大学構内の施設利用について 

 

 

① 各施設における感染拡大防止対策の共通事項 

 

(1) 人と人との距離等：3 密（密閉、密集、密接）を回避する。 

・人と人との接触を避け、対人距離(できるだけ２mを目安に(最小１m))を確保する。 

・マスクを着用(教職員、学生及び来学者)する。 

・至近距離や大声での会話、マスク不着での会話はしない。 

・施設の換気(窓を開ける、24時間換気設備、扇風機の使用)を行う。 

 

(2) 症状のある方の入構制限 

・登校前に検温を行い、37.5℃以上もしくは体調に不安のある場合は登校しない。 

・必要に応じて教職員による非接触型体温計による検温を行う。 

・発熱や軽度であっても咳・咽頭痛などの症状がある人は入構しない。 

・授業中、体調が悪くなった場合は担当教員に症状を報告し、すみやかに下校する。 

 

(3) 施設の消毒等 

・入口及び各施設内の手指消毒用アルコールを設置する。 

・複数の手が触れる場所を適時消毒する。 

・他人と共有する物品や手が頻繁に触れる箇所を工夫して最低限にする。 

 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/cocoa_00138.html
https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/000647648.pdf
https://www.kocotoro.jp/
https://www.pref.kyoto.jp/kikikanri/documents/20200707kocotorochirashi_keiryouban.pdf
https://www.pref.kyoto.jp/kikikanri/documents/20200707kocotorochirashi_keiryouban.pdf
http://www.pref.osaka.lg.jp/smart_somu/osaka_covid19/index.html
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(4) トイレ 

・不特定多数が接触する場所(ドアノブ、トイレの便座・ふた、ホルダなど)は大学清掃

員が毎日、清拭消毒を行う。 

・トイレのふたを閉めて汚物を流す。 

・ハンドドライヤーは使用禁止とする。 

 

(5) 教室 

・使用する教室の席は、可能な限り距離を確保し、対面とならないようにする。 

・適切な換気を行うとともに、施設・設備の消毒を大学清掃員が毎日行う。 

・24時間換気設備がある教室については、24時間換気を行う(平常時から継続)。 

・学生同士の大声での会話を行わない。 

 

(6) 休日の施設利用 

 ガイドライン・マニュアルを遵守することで利用を認める。 

 ・実習室…9:00-17:00 

 ・ゼミ室…9:00-17:00 

 ・カフェテリア…9:00-17:00 

 ※入学試験を実施する日は終日入構禁止のため利用不可（別途掲示） 

 

 

② 実習室・ゼミ室の利用 

・実習中は、担当教員の指示に従い、適切な対人距離を確保する。 

・共有の道具・器具の使用時前後は、必ずアルコール消毒・手洗いを行う。 

・ガイドライン及びマニュアルを遵守しない学生は、指導教員の判断で実習等を中止 

し、帰宅させる。 

・入退室の把握のため、各実習教室及びゼミ室入口もしくはその付近に入退室管理台帳

を設置する。学生は台帳の記入例に従って、入室時・退出時を記入する。 

 

 

③ 講義室の利用 

・オンライン授業は原則として自宅での受講のため、各講義室で授業は実施しません。 

・登校対象授業終了後は速やかに下校する。ただし、自宅が遠方であり、自宅受講が困

難な学生は、学内での受講を認める。 

・学内でのオンライン授業受講のための講義室を指定する。指定教室は web 掲示板等

にて告知する。なお、利用状況等に応じ、利用可能教室を追加・変更する場合がある。 

・適切な対人距離を取り、私語を慎み、他の人の迷惑にならないように受講する。 
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④ 図書館の利用 

・入館を予約とし、入館者数を制限する。 

・入館後の滞在時間を 30分とする。 

・入退出時や図書館内の移動においても人と人との十分な距離を確保する。 

・郵送での貸出、所蔵文献のコピー等のサービスを継続して実施する。 

・利用やサービスの変更等があれば、web掲示板等で告知する。 

 

 

⑤ アクティブラーニングの利用 

・席数を減らし、１テーブルにつき３名までの利用とする。 

・共用ディスプレイは撤去する。 

 

 

⑥ カフェテリアの利用 

・座席数を減らし、配置を変更する（定員 60名）。 

・可能な限り距離を確保し、対面とならないようにする。 

・混雑時には入場制限を実施する。 

・利用可能時間は 8：00～20:00とする。 

・食堂の営業は「飲食店における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」を遵

守するかたちで行う。 

 

 

４．課外活動等について 

・クラブ・サークルの活動は、感染拡大防止の対策を講じた上での活動を認める。 

・各クラブ及びサークルの長は、活動の状況把握ができるよう、活動日時・場所・参加

者・活動内容などを記録する。 

・他大学や外部団体に所属しての活動への参加については、主となる大学や団体が定め

るルールに従う。 

・学外の施設を利用する場合は、利用施設の使用ルールに従う。 
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資料１ 


